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審査結果の要旨（1000 字以内） 

本論文では、主に石油精製プラント内の大型石油タンク底板鋼板の裏面欠陥や腐食等

を検知する電磁気検査法について論じている。石油タンク底板は地面からの湿気により

腐食し、鋼板には減肉箇所が発生する。そのため、タンク底板の探傷試験はタンク内の

表面から行い、裏面の欠陥等を検出できなければならない。現在、この裏面探傷は主に

超音波試験法が実施されているが、この試験法には水を主成分とした媒体を必要とする

ため、前処理・後処理が必要なことから手間がかかる。また、一度に広範囲の探傷が行

えないことから時間がかかる事が指摘されている。そこで、簡便かつ高速な試験法とし

て、大きな直流磁界と微小交流磁界を併用する探傷法を本研究では提案している。強磁

性体である鋼板に大きな直流磁界と微小交流磁界を印加した場合、磁束密度の分布はマ

イナーループ磁気特性を示すため、この増分透磁率を考慮した 3 次元有限要素法の電磁

界解析を使用して、探傷原理の解明を行うと共に、検証実験によって本提案手法の有用

性が示された。一方、大きな直流磁界を石油タンク底板鋼板に印加すると、探傷後の脱

磁処理が必要となる問題や、検査対象鋼材とセンサとの間に磁気的な引力が発生するこ

とから検査装置の移動が困難となる問題がある。そこでここでは、大きな直流磁界を低

周波交流磁界に変更する探傷法の提案も行われた。その結果、探傷できる鋼板の厚みに

限界があるものの、大きな直流磁界を使用するよりも、探傷感度が高まる事を、電磁界

解析と検証実験によって明らかにした。 
ここで提案された電磁非破壊検査手法は高速試験が可能であり、石油化学プラント等

のメンテナンス向上や安全保障に大きく貢献する技術であると考えられる。 
本審査では幾つかの質問が出されたが、適切な回答が得られたものと思われる。博士

論文も内容として優れており、本研究内容は博士(工学)の学位に値すると認められる。 
 

 


